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高 校 改 革 推 進 室

山城地域で新しい高校教育が始まります。

～府立学校再編整備方針（案）について～

再編に係る基本的な考え方

◆ 両校の伝統・校風を継承し、施設・設備の充実を図り、新しい時代に対

応した魅力ある教育を創造する。

◆ 校名については、両校関係者による「校名検討委員会(仮称)」を設置し、

17年中を目途に内定。

宇治市域の再編校は、昭和18年の女学校設立以来の「城南」の名称を

残した校名を検討する。

◆ 移行期の教育活動に配慮するとともに、在校生にとって後輩のいない時

期はつくらない。

◆ 高校の募集定員は、従来どおり中学卒業生数を考慮して定める。

したがって、再編整備により府立高校へ入学しにくくなることはない。



＜宇治市域＞

と を再編整備し、 による魅力城南高校 西宇治高校 専門学科と普通科を併置した単位制

ある高校教育を、西宇治高校の校地で創造します。

（ 、 。）◆再編年度 平成１９年度から移行期に入り 城南高校に新しい専門学科を設置します平成２１年度

◆教育内容

◎ 新しい時代を切り拓く、多様で専門性豊かな教育を、単位制により展開します。

● 人文・社会科学系専門学科

政治､経済､文化等のグローバル化が進展する国際社会で活躍できる人材の基礎的素養を培います｡

● 自然科学系専門学科

、 。研究施設等での最先端科学技術の体験実習 大学・研究機関等との連携により創造性を培います

● 普 通 科

個性に応じた多様な科目選択による進路実現をサポートします。

★ 京都・宇治の文化に関わる特色ある科目を共通履修し、幅広い教養を身に付け、未来文化を創造す

る力をはぐくみます。

Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎコンセプトは３Ｃ ▼国際化への対応

Ｃｒｅａｔｉｏｎ※ 具体的な教育内容は 「再編校準備 ▼時代を拓く創造性、

Ｃｕｌｔｕｒｅ委員会 仮称 において検討します ▼未来文化の創造（ ）」 。

＜八幡市域＞

と を再編整備し、 による魅力ある高八幡高校 南八幡高校 普通科総合選択制と専門学科

校教育を、八幡高校の校地（南八幡高校の校地も一部活用）で創造します。

平成１９年度◆再編年度

◆教育内容

◎ 普通科総合選択制による多様な教育内容と養護学校併設による豊かな専門教育で一人一人の個性や

能力を最大限伸ばします。

● 普通科総合選択制（八幡高校校地）

学習や進路の幅広いニーズに対応します。(大学に接続する高度な学習内容、環境・流通・情報

系など多様なコースを設定）

● 人間科学・福祉系統の専門学科（南八幡高校校地）

福祉のスペシャリストをめざします (教育･医療･福祉･介護系統の大学等進学や資格取得に対応)。

福祉施設の訪問、養護学校との交流、高大連携、地域でのボランティア活動等を通して、豊かな

未来社会に寄与する福祉マインドを育成します。

全国初の養護学校併設（南八幡高校の校地）による学習活動、学校行事等の日★ 平成22年度からは、

を行います。常的な相互交流

※ 具体的な教育内容は 「再編校準備委員会（仮称 」において検討します。、 ）

※ 再編に先立ち、平成18年度から八幡高校に普通科総合選択制を導入します。

担当：教育庁指導部高校改革推進室
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山城地域における府立学校再編整備方針（案）について

高等学校の再編整備

山城地域の公立中学３年生数がピーク時の半分近くまで減少する中 「府立高校改革推進、
計画」に基づく多様で活力ある教育を展開するため、宇治市域の２校及び八幡市域の２校
の高校を発展的に再編し、両校の伝統や校風を継承し、新しい魅力ある高校として整備す
る。

《宇治市域》

事 項 内 容

再編対象校 城 南 高 校（昭和23年開校）
西宇治高校（昭和52年開校）

再 編 年 度 平成２１年度

再編整備場所 西宇治高校校地を活用
（城南高校は校舎敷地が狭く、グラウンドが離れて立地しているため）

校 名 両校関係者による「校名検討委員会（仮称 」を設置し、平成17年中）
に内定予定
「城南」の名称を残した校名を検討

課程・学科等 全日制課程
単位制普通科及び単位制専門学科

現 行
城

第Ⅰ類
南 再 編 後普通科

再第Ⅱ類
専門学科・単位制
（人文･社会科学、自然科学系）編

普通科・単位制
西 現 行 校

宇
普通科・単位制

治



教育内容の ○新しい時代を切り拓く､多様で専門性豊かな教育を､単位制により展開
主 な 特 色

〈基本コンセプト〉

：豊かな国際感覚や実践的コミュニケーション能・国際化への対応
Communication 力を育成（ ）

時代を拓く創造性 ：研究施設等での最先端科学技術の体験実習、大・
（Creation） 学・研究機関等との連携による創造性の涵養

：地域にゆかりの文化の研究・調査、古典研究等・未来文化の創造
（Culture） による幅広い教養を基に未来文化を創造する力

を育成

※ 具体的な教育内容については、｢再編校準備委員会(仮称)｣にて検討

再 編 方 法 ○平成19年度から両校の定員を縮小、平成21年度再編校開校

城南高校 西宇治高校

３年生 ３年生＜１８年度＞
２年生 ２年生
１年生 １年生

３年生 ３年生＜１９年度＞
２年生 ２年生
１年生 １年生

３年生 ３年生＜２０年度＞
２年生 ２年生
１年生 １年生

＜２１年度＞ 西宇治高校校地にて
再 編 校 開 校

※ 平成19年度から城南高校普通科を新しい専門学科(単位制)に改編



《八幡市域》

事 項 内 容

再編対象校 八 幡 高 校（昭和46年開校）
南八幡高校（昭和58年開校）

再 編 年 度 平成１９年度

再編整備場所 八幡高校校地を活用
（南八幡高校校地も南キャンパス（仮称）として一部活用）

校 名 両校関係者による「校名検討委員会（仮称 」を設置し、平成17年中）
に内定予定

課程・学科等 全日制課程
普通科総合選択制及び専門学科

現 行
八

再 編 後第Ⅰ類
普通科 本幡

再第Ⅱ類 校 普通科 総合選択制
編

南現 行
人間科学・校

ｷｬﾝ 専門学科南
普通科 総合選択制 福祉系統

ﾊﾟｽ八
ｵﾌｨｽ情報幡

専門学科
流通ﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ

教育内容の ○学習や進路の幅広いニーズに対応する普通科総合選択制の導入
主 な 特 色 ・大学に接続する高度な学習内容、商業・情報系など多様なコースを

設定

○人間科学・福祉系統の専門学科の設置
・教育・医療・福祉・介護関係の資格取得や大学等進学に対応
・全国初の養護学校併設（南キャンパス（仮称 ）による学習活動、）
学校行事等の相互交流（平成22年度から）

※ 具体的な教育内容については、｢再編校準備委員会(仮称)｣にて検討

※ 中高一貫教育の在り方についても研究協議会において研究

再 編 方 法 八幡高校 南八幡高校

３年生 ３年生＜１８年度＞
２年生 ２年生
１年生 １年生

（本校） （南ｷｬﾝﾊﾟｽ）＜１９年度＞ 再編校開校
３年生 ３年生
２年生 ２年生
１年生 １年生

※ 平成18年度から八幡高校に普通科総合選択制を導入
※ 平成19年度から南キャンパス（仮称）に専門学科（人間科学・福
祉系統）を設置


